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第２回専門委員会における主な意見（放課後児童クラブ運営指針） 

 

１．放課後児童クラブ運営指針改正案に反映したもの 
 

第１章 総則 

 

 ○ ２．放課後児童健全育成事業の役割（１）、（２）は順番を入れ替えてはど

うか。 

○ 職員の「こどもの権利に関する学習」について、職員が主体的に行うだけ

ではなく、運営主体の責務を入れてはどうか。 

 ○ 権利侵害事案が発生した場合の対応方法について、こどもに周知すること

を「必要がある」とし、事案発生時の対応は「努めなければならない」とす

るのはどうか。 

   ⇒両方ともに「必要がある」とした。 

 

※「運営主体」について整理した。 

    

第３章 放課後児童クラブにおける育成支援の内容 

 

 ○ おやつの提供について、項目⑦に明示してはどうか。 

 ○ 性被害防止における「生命（いのち）の安全教育」の例示は、現場の負担

になるのではないか。具体的な対応方法が分かりづらいのではないか。 

   ⇒解説書において、例示し、解説を加えることとする。 

 ○ ＩＣＴの活用については、紙の連絡帳を代替する以外にも求められるので  

はないか。 

   ⇒１⑨ならびに４において記載した。 

○ 社会的・文化的な困難を抱えるこどもについて、「外国籍」と限定しないほ

うがよいのではないか。 

⇒児童館ガイドラインと表現を統一した。 

 

第４章 放課後児童クラブの運営 

 

 ○ 運営主体に関する部分においても、こどもの権利に関する記述が必要では

ないか。 

 ○ 運営主体の変更時の扱いについて、こどもへの丁寧な説明だけでは、不足

しているのではないか。 

   ⇒丁寧な説明を意見形成支援と位置付け、その意見聴取、意見反映につい 

て追記した。 
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第５章 学校及び地域との関係 

 

 ○ 学校施設の活用について、市町村と教育委員会の関与が必要ではないか。 

 ○ タイムシェアについては、育成支援にふさわしい環境であることを明示し

た方が良いのではないか。 

 

第６章 施設及び設備、衛生管理及び安全対策 

 

 ○ 屋外遊びのみならず、身体を動かす遊び（運動遊び）についても触れ、実

施する場について追加してはどうか。 

 ○ プール等に入水するような活動について、運営体制が整わない場合は、中

止する、と明言すべき。 

 ○ 交通事故に関して、公共交通機関を利用する場合を想定してはどうか。 

 ○ 置き去り等の防止のために、視認を行うことを追加してはどうか。 

 ○ 保護者組織が実施する行事における安全管理について記載してはどうか。 

 

第７章 職場倫理及び事業内容の向上 

 

 ○ 第三者評価は、受審と公表がセットであるべき。 

 

 

※その他、語句の統一等を行った。 

 

 

２．その他 

  

○ 市町村の役割として、質の向上と機能の充実、指針の周知に関して、明記

してはどうか。 

  ⇒児童福祉法及び放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

において記載されている。 

○ 職員の員数、支援の単位の構成人数について検討が必要ではないか。 

   ⇒基準については、今後の検討課題とさせていただきたい。 

 ○ 局長通知よりも上にすることが必要ではないか。 

   ⇒今後の検討課題とさせていただきたい。 

 


